
（別紙３）

～ 令和7年12月19日

（対象者数） 53名 （回答者数） 47名

～ 令和7年12月23日

（対象者数） 10名 （回答者数） 10名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・保護者の方との面談の回数を増やし、アセスメントや保護
者の方の意向に沿った個別支援計画となるよう取り組んでい
きたい。

2

・利用開始後も、利用に関して不安な点や要望などがないか
を保護者の方に確認するようにしたい。

3

・こどもの様子について気になったことがある場合は、その
都度、別途保護者の方に直接連絡するようにする。
・保護者の方との面談の回数を増やすようにしたい。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・ピースグループ全体で、研修も含めた保護者会の実施を現
在計画中。
・令和8年1月に、ご家族の方が参加できる障害年金セミナー
を実施した。今後もそういった研修会を企画したい。

2

・階段はゆっくり上り下りをするよう、注意を促す。
・怪我等で階段を上れない場合は、一階の部屋で支援を行う
ようにする。
・階段の段差にはステップを設けた。今後もできる限りの対
応をしていきたい。

3

○事業所名 放課後等デイサービスPIECE宮園

○保護者評価実施期間 令和7年11月17日

○保護者評価有効回答数

令和7年12月17日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年1月15日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

ご家族の方が参加できる研修や保護者会の実施がなかなか出来
ていないこと。

・以前は、研修も含めた保護者会の開催をしていたが、コロナ
禍以降実施できていなかった。人員が限られているため、日々
の業務とは別に、企画や準備を行うことが難しいという現状が
ある。

事業所のバリアフリー化ができていない。 ・玄関や階段が高く、手すりがない。手すりをつけようと思う
と大掛かりな工事が必要となるため、現実的ではない。

放課後等デイサービス計画に沿った支援を行っていること。 ・支援会議にて、サービス利用計画及び個別支援計画を職員全
員で確認するようにしている。
・面談でお聞きしたり、LINE等でご連絡を頂いたりした保護
者の方の要望を積極的に取り入れるようにしている。

事業所を利用する際に、運営規定、支援プログラム、利用者負
担について、丁寧に説明していること。

・契約時に、一方的な説明にならないように気を付けている。
・書類をお渡しする際にも、事前に連絡をしたり、説明をつけ
たりするようにしている。

日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発
達の状況について共通理解ができていること。

・毎回こどもが取り組んだ内容を、保護者の方にPDFデータと
して送信している。その中で、その日に担当した職員がこども
の様子をコメントとして記入している。
・保護者の方から、取り組んでほしい内容について要望があっ
た場合には、すぐに取り入れるようにしている。

事業所における自己評価総括表公表


